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研究成果の概要（和文）：非構造化面接によって自殺企図歴がある患者（以下、自殺企図者）の体験と、自殺企
図者が捉えていた支援内容を明らかにしたが、同時に自殺企図者の「生きづらさ」が浮き彫りとなった。この状
況を踏まえ、自殺企図者の地域移行支援における課題の抽出を試みたが、自殺企図者の地域移行支援を阻む要素
として多職種連携が機能しない要素が大きいことが分かり、当初の研究計画を一部見直すことにした。
最終年度前年度応募研究課題が採択されたため、本研究計画を2021年度基盤研究(C) 21K10728へ発展させ、自殺
企図者の「生きづらさ」に対応する多職種協働支援のあり方を系統的に明らかにすることにした。

研究成果の概要（英文）：I conducted unstructured interviews to investigate experiences of patients 
with histories of suicide attempts and the contents of support perceived by them, but the study 
simultaneously shed light on “difficulties” in their lives. Based on the findings, I attempted to 
extract challenges in the transfer of support for suicidal persons to the community, but realized 
that dysfunction of multidisciplinary cooperation was a major factor that hampered it, and decided 
to modify part of the initial study plan.
I decided to systematically clarify conditions of desirable multidisciplinary collaborative support 
catering to “difficulties” of suicidal persons by developing this research plan into a study for 
the 2021 Grant-in-Aid for Scientific Research (C) 21K10728.

研究分野： 精神看護
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新型コロナウイルス感染症の流行によって「生きづらさ」を感じている人が増え、それに伴い自殺者数の再増加
が懸念される中、自殺再企図抑止の支援を考えるうえで「生きづらさ」への対応といった切り口は欠かせない。
自殺企図者の「生きづらさ」に対応する多職種協働支援のあり方を系統的に明らかにするために、本研究計画を
発展させることの意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
平成 10年以来、自殺者数は 14年連続して 3万人を超える状況が続いていたが、平成 28 年は

22 年ぶりに 2万 2,000 人を下回った。しかし、自殺の背景にある悩みや不安が減少しない限り、
たとえ自殺者数が一時的に減少したとしても、中長期的には自殺者が増加してしまうリスクが
残される（内閣府，2013）。また、自殺企図者が後に自殺既遂に至る率は一般人口に比べて高く
（伊藤，2005、日本救急医学会，2009 他）、自殺企図後、救命されたとしても 10 人に 1 人は同
様の行為によって命を落とす（高橋，2002）といわれている。 

心理学的剖検（自殺者と関わりがあった周囲の人から情報収集を行い、生前の様子を明らか
にしようとする調査手法）によって自殺既遂例の臨床的特徴が明らかにされつつあるが、特に自
殺既遂者の女性の約 8割には自殺企図歴があったことが示されている（廣川，2013）。この高い
再企図率の背景には、支援体制が十分整備されているとは言い難い現状があると考えられる。加
えて、自殺企図者に対する断片的な支援は積極的な自殺者数の減少には結びつかず、いかにシー
ムレスな支援体制を整えるのかが重要な鍵であるといえる。 

入院・外来・地域生活の場、すべての場面に関わることができる看護職が自殺予防ケアにお
いて果たす役割は大きく、具体的かつシームレスな支援・ケアのあり方を検討することの意義は
大きい。 
 
 
２．研究の目的 
 
筆者はこれまでに、多様な背景をもつ自殺企図者を支援するためのプログラム（包括的自殺再

企図予防プログラム）の開発を試みてきたが、本研究では自殺企図者へのシームレスな支援体制
の整備を最終的な目標とした。以下３点を本研究の目的とした。 
 

① 自殺企図者を外来場面で看護師が支援する際に必要な要素の抽出 
② 入院療養中の自殺企図者の地域移行支援における課題の抽出 
③ 外来・入院場面で自殺企図者を支援するための連携およびケアスキルの確立 
 
 
３．研究の方法 
 
目的①では、看護師がどのような支援を行っているのかを明らかにするために、まず自殺企図

歴がある患者の体験にフォーカスし、患者を対象とした非構造化面接を実施した。これにより、
自殺企図歴がある患者自身が捉える支援内容を明らかにしたが、同時に自殺企図者の「生きづら
さ」が浮き彫りになった。この状況を踏まえ、目的②の研究に移行することにした。 
 
目的②では、精神科・救急外来・自殺ハイリスク者（がんや難病をもつ患者等）と関わる機会

が多い診療科で働く看護師を対象に、自殺予防ケアに焦点化した地域移行支援の実際を明らか
にするための調査を計画した。しかし、その準備段階の過程で、自殺企図者の地域移行支援を阻
む要素として多職種連携が機能しない実情などが整理されたため、当初の研究計画を見直すこ
とにした。 
 
 
４．研究成果 
 
［３．研究の方法］で述べた通り、自殺企図者の地域移行支援を阻む要素として多職種連携が

機能しない実情の詳細を明らかにするとともに、目的①で浮き彫りとなった「生きづらさ」に着
眼する必要性を実感した。特に、自殺未遂者が再企図によって自殺完遂に至るケースが多いこと
からも「生きづらさ」を感じている自殺企図者への手厚い支援が不可欠といえる。「手厚い支援」
とは、画一的かつ単調な支援ではなく、包括的かつ多面的に自殺企図者を支える仕組みを指し、
多職種連携・協働が鍵となる。 
そこで、自殺企図者の「生きづらさ」に対応する多職種協働支援のあり方を系統的に明らかに

するとともに、自殺企図者へのより実践的な支援プログラムの作成と精錬化を目指すことにし
た。 
 
最終年度前年度応募研究課題が採択されたため、本研究計画を次の研究計画（2021 年度 基盤

研究(C) 21K10728『生きづらさを抱える自殺企図者への多職種協働支援～好事例集積と支援プ
ログラム構築～』）へ移行することとした。本研究での実績を踏まえ、自殺企図者の「生きづら



さ」に対応する多職種協働を基盤とした支援の実態調査（good practice 事例の集積）、再企図
抑止を目的とした多職種協働支援プログラムの作成と試行を目指す。 
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